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平成 29年度国際理解ワークショップ進行シート 
 

作成日：2017年 8月 10日 

大 学 名：新潟県立大学 

タイトル：世界の学校十人十色～未来へつながる私たちの学び～ 

 

 

 

１：本ワークショップの要旨 

 

本ワークショップは、子ども達が何のために勉強し、それをどのように生かしていくかを考える経

験の機会とする。そのために、いくつかの国を取り上げ、比較しながら違いを知る。例えばフィリ

ピンを取り上げ、一部の貧困者はその現状から脱出するために教育を受けているという事実を提示

し、教育が将来の私たちの生活に繋がっている事を理解する。また、その国にとっての教育のあり

方や、教育を今後どのように捉えていくか、教育に対する理解を深める活動を行う。そして、私た

ちが今受けている教育は未来にどのような繋がりを持つのかを共に考える 

 

 

 

 

２：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

       

 ・世界の様々な教育のあり方について理解を深める 

 ・今受けている教育がどのような意味を持つかを考える 

 ・今受けている教育が未来にどのような繋がりを持つかを考える 

 ・自分の意見を持つことを大切にし、他者の意見を尊重する姿勢を育む 

 

 

 

 

３：本トピックをとりあげる理由 

 世界には様々な教育の在り方があり、教育に何を求めるかは国によって異なる。また同じ教育制度で

あったとしても、教育の捉え方は人によって異なる。本トピックを取り上げることによって、今受けて

いる教育が決して当たり前のものではないということを知り、教育が自分にどのような意味を持つのか

や、未来への繋がりについて考える機会を作るため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式３ 



2 

 

４：活動過程   （使用時間：115 分(休憩・感想記入の時間を含む) 参加人数：25 人） 

 

過 程 

(所要時間) 

活動内容 具体的な発問・説

明・動きなど 

ねらい 使用する教材 

・備品 

予想される反

応．その他，

注意事項 

導 入 :起 

（25 分） 

 

(3 分) 

 

 

 

 

 

 

 

(15 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7 分) 

 

 

 

自己紹介 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレイキン

グ「頭の体操」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動説明と役割設

定 

 

 

 

・ファシリテーターの

大学名、名前、ニック

ネームなどの紹介 

 

 

 

 

 

・5 人程度の班に分か

れ、頭の体操をする。 

縦横 3 列計 9 この点す

べてを通過するよう

に、4 本の直線を一筆

書きで引くパズルや、

画像の中に隠れた文字

や動物を見つけるクイ

ズなどを出題し、班の

メンバーと協力して答

えを出す。 

 

・本ワークショップの

活動内容の説明をす

る。 

・各班それぞれが理想

の教育制度を考える活

動を行うことを伝え

る。 

・理想の教育制度作成

はファシリテーターが

提示した条件下で行

う。 

・各班ごとにリーダ

ー、書記、発表係を 1

名ずつ決める。 

 

 

 

 

・ファシリテー

ターの名前を知

ってもらい、参

加者が活動中に

気軽に名前を呼

べるようにす

る。 

 

・ファシリテー

ターと参加者両

者の緊張をほぐ

すとともに、そ

の後の活動に活

発に参加できる

ような脳の柔軟

体操をする。 

 

 

 

 

・参加者が、活

動においてどの

ような動きをす

れば良いかを理

解してもらう。 

・予め役割を決

めておき、より

円滑な話し合い

を図る。 

 

 

 

ファシリテータ

ーの名札 

 

 

 

 

 

 

机、椅子、プロ

ジェクター、

紙、筆記用具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机、椅子、プロ

ジェクター、

紙、筆記用具、

条件カード 

 

 

 

・ファシリテ

ーターの自己

紹介を聞く 

 

 

 

 

 

・問題に苦戦

しながら、班

のメンバーと

協 力 し て 解

く。 

・(注意)違う

班の人には答

えを教えない

よう声掛けを

する。 

 

 

・理想の教育

制度を考えて

もらうに当た

って、各班ご

とに異なる条

件 を 付 け る

が、その旨は

この段階では

公表しない。 

・各役割は立

候 補 制 を 採

り、決まらな

い場合や立候

補がない場合

はじゃんけん

で決定する。 



3 

 

展 開 ：承 

（40 分） 

  

(15 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分) 

 

 

 

 

 

 

(15 分) 

 

 

 

・生徒が考える理

想の教育制度作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表 

 

 

 

 

 

 

・感想と予想 

 

 

 

・各班に条件カード、

記録用紙を配る 

・各班それぞれが理想

の教育制度を考える活

動を行う。 

・理想の教育制度作成

はファシリテーターが

提示した条件下で行

う。 

 

 

 

 

・各班の発表係が、班

で作成した理想の教育

制度を発表する。 

 

 

 

 

・全体に向けて、各班

ごとに条件が異なって

いたことを公表する。 

・再び班に分かれ、他

の班の発表についての

感想をそれぞれ話し合

う。 

・自分の班の条件に当

てはまりそうな国を班

のメンバーと予想す

る。 

 

 

 

・作成を通して

自分の意見を持

つ。 

・他者の意見を

聞く。 

・教育とは何か

を考える。 

 

 

 

 

 

 

・他の班の発表

を聞いていろい

ろな考えに触れ

る。 

 

 

 

・自分の意見を

持ち発表する。 

・他者の意見を

聞く。 

・この後のレク

チャーに繋げ

る。 

 

 

 

机、椅子、プロ

ジェクター、

紙、筆記用具、

条件カード 

 

 

 

 

・班のメンバ

ーと協力して

より良い教育

制度の作成を

行 お う と す

る。 

・(注意)各班

に最低 1 人の

ファシリテー

ターが付き、

話し合いの活

性化を図る。 

 

・他の班の発

表を聞いて、

自分の班の良

かった点改善

が必要な点を

感じる。 

 

・各班ごとに

条件が異なっ

ていたことを

知る。 
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発展 ：転 

（15 分） 

 

 

 

 

(5 分) 

 

 

 

 

 

(5 分) 

 

 

 

 

(5 分) 

 

 

各国の教育制度に

ついての紹介 

 

・ドイツ 

 

 

 

 

 

・フィリピン 

 

 

 

 

・タイ、インドネ

シア、スーダン、

ナイジェリア 

 

・いくつかの国の教育

制度を紹介する。 

 

・小学校修了時には、

自らの将来を決定しな

ければならないドイツ

の教育制度についての

紹介 

 

・貧困からの脱却のた

めに教育を受けてい

る、あるフィリピン人

についての紹介 

 

・宗教教育を主軸とし

ている国の紹介 

 

・日本の教育だ

けが教育ではな

く、世界には

様々な教育のあ

り方が存在する

ことを知り理解

を深める。 

 

机、椅子、プロ

ジェクター 

 

 

 

・自分の班の

条件や考えた

教育制度に似

た国を見つけ

る。 

・(注意)レク

チャーをする

にあたって、

参加者のステ

レオタイプ化

を防ぐため、

一例であるこ

と を 強 調 す

る。 

まとめ ：

結 

（15 分） 

 

(12 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3 分) 

 

 

 

 

感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

・レクチャーを受け、

現在自分が受けている

教育と比較して何を感

じたかを班ごとに話し

合う。 

・班で話し合ったこと

を全体に向けて発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

・国や人によって教育

を受ける目的は異なる

が、それをどのように

自分の未来につなげて

いくかが重要であると

いうことを伝える。 

また、本ワークショッ

プで実際に行ったよう

に、自分の意見を持ち

それを表明し、また他

者の意見を聞くことの

大切さを伝える。 

 

 

 

 

・自分の意見を

持ち発表する。 

・他者の意見を

聞く。 

・今受けている

教育がどのよう

な意味を持つか

を考える 

・今受けている

教育が自分の未

来にどのような

繋がりを持つか

を考える。 

 

・本ワークショ

ップの意義の確

認 

 

 

 

 

机、椅子、プロ

ジェクター、

紙、筆記用具 

 

 

 

 

 

・教育の目的 

について自分

なりに考察す

る。 
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５：会場のセッティング 

 参加者分の机と椅子をプロジェクターが見える位置にセッティングする。 

 

 

 

 

６：使用する教材 

 

 

 

 

７：参考にした資料 

 

 

 

 

８：その他 


